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本題
－副題－

氏名
住所
E-mail:  メールアドレス

概要  300文字程度．．
キーワード 英語での表題
－英語での副題  －

英語による氏名
†英語による所属,

英語による住所
E-mail: 英語によるメイルアドレス
Abstract  200文字程度.
Keyword   

1. 構成
1.1. 原稿用紙

A4を用いてください

文字は10ポイント程度にしてください
Word書式スタイルは、このテンプレートを参考にしてください。
1.2. タイトルなど
1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度，英文100語程度)を，それぞれ記述してください．
1.3. 本文

本文は1.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．記述に関しては、次のような構成を参考にしてください

1章：初めに

2章：課題

3章：施策

4章：試行

5章：結果、結論

6章：考察

7章：まとめ
2. 現行枚数
図・表，写真を含め8枚程度を目安にしてください。
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